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当院で XienceTM(ザイエンス)ステントを用いて 

心臓カテーテル治療を受けられた患者さんへのお知らせ 

 

 当院は京都大学医学部附属病院が中心となって施行している多施設共同研究「エベロリムス溶出性コバルトク

ロムステント留置後の抗血小板剤 2 剤併用療法期間を 1 ヵ月に短縮することの安全性を評価する研究

（STOPDAPT-2）」に参加しており、XienceTM を用いて心臓カテーテル治療を受けられ、研究参加の基準に

該当する患者さんに参加のお願いをしております。本研究では該当する患者さんには担当医より研究の説明をさ

せていただき、カテーテル治療後に下記の通り 2つの異なる抗血小板治療に割付けを行い、経過観察を行います。 

 

 この研究では、XienceTM を用いて治療をされているが、この研究に参加されない患者さんがどのような方々

であるかを調べるため、本研究に割り付け参加されない患者さんに対しても、カテーテル治療を受けられた時点

での患者情報を収集（スクリーニング登録）しております。具体的な項目は以下の通りです。スクリーニング登

録される患者さんは治療後・退院後の経過についての情報収集は行いません。 

氏名（参加施設のみで閲覧可）、年齢、性別、身長、体重、診断名、高血圧の有無、糖尿

病の有無と治療内容、心筋梗塞既往の有無、脳卒中の既往と内容、血清クレアチニン値、

透析療法の有無、心房細動の有無、経口抗凝固療法の有無、心臓カテーテル治療の既往と

その内容、心不全の既往の有無、末梢血管・大動脈疾患の有無、喫煙の有無、治療血管・

病変数、治療対象部位、ステントの本数・サイズ、入院中の重大合併症の有無、クロピド

グレル（プラビックス TM）内服不能の既往、アスピリン・チエノピリジン系以外の抗血小

板療法の有無、外科手術予定の有無、および予定の抗血小板剤 2剤投与期間 

 研究で収集された情報は他施設からは氏名が見えないよう匿名化され、アクセス制限のかかったインターネッ

ト上のデータベースに集積されます。個人情報保護の観点から情報収集とその管理について十分に注意して行い

ます。本研究の研究期間は２０１６年２月２３日から 8 年間（登録期間は 2 年間）であり、倫理委員会の審査

を受け研究機関の長の許可を得て施行されています。 

 スクリーニング登録される該当の患者さんには担当医より口頭でお知らせするようにしておりますが、情報の

登録については拒否の機会が保障されます。この件について問い合わせがある場合は下記連絡先までお問い合わ

せください。 

STOPDAPT-2研究ホームページ：https://upload.umin.ac.jp/cgi-open-bin/ctr/ctr_view.cgi?recptno=R000022290 

研究責任者：京都大学医学部附属病院 循環器内科 木村 剛 

研究事務局：一般財団法人 生産開発科学研究所 

公益財団法人 天理よろづ相談所病院 研究担当：循環器内科 中川 義久、田村 俊寛 

問い合わせ先：0743-63-5611（代表） 

平成 29年５月 
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